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IntelliTone™ Pro 200 LAN Toner 
IntelliTone™ Pro 200 Probe

機能の概要
IntelliTone Pro 200 LAN トーナーおよび Pro 200 プローブ       
により、対 撚り線 (UTP、Cat 5e、Cat 6)、同軸ケーブル    
(RG6、RG59、 さらに CATV/CCTV)、裸線 ( スピーカーの   
ケーブル、セキュ リティ･ネットワーク･ケーブルなど )、 
Cat 3 電話線ケーブル を検出して特定し、検証することが   
できます。トーナーで はデータ･サービスを検証すること 
もできます。
トーナーおよびプローブには、デジタルおよびアナログ･
トーンの発生と検出機能があります。デジタル IntelliTone 
のトーンは、データ･ケーブルやアクティブなネットワーク
で主に使用されます。これらの環境では、デジタル信号を
使うことにより、信号の漏洩、放射雑音や環境雑音などに
よるケーブルの誤識別がなくなります。

音声ケーブルやシールドのないワイヤーでは、アナログ･
トーン IntelliTone が主に使用されます。SmartTone™ アナ   
ログ･テクノロジーは、遠端でペアーが短絡している場合
に、 トーンのリズムを変えます。これで、ペアーを簡単か 
つ正 確に識別できます。
IntelliTone では、トーナーとプローブを使って、RJ11 お  
よび RJ45 ケーブルの配線を検証し、トラブルシュートを  
実行できます。
トーナーは、Ethernet サービスを検出し、Ethernet での  
ア クティブな線番を示します。
さらに、トーナーおよびプローブには、視覚と音声に よる 
信号強度 の表示、デジ タル･トーン発生 / 検出、 SmartTone     
アナログ･トーン発生 /検出、導通テストなど、 標準の機能 
も搭載されています。
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登録
Fluke Networks に製品を登録すると、製品のアップデー  
ト、 トラブルシューティングのヒント、その他の役立つサ 
ポー ト･サービスをご利用いただけます。登録は、Fluke 
Networks の Web サイト www.flukenetworks.com/    
registration で オンライン登録フォームに必要事項を記入  
してください。 

Fluke  Networksへの連絡先
技術サポートについては、infoj@fluke.com    までご連絡    
くだ さい。

 オーストラリア : 61 (2) 8850-3333 または
 61 (3) 9329 0244

 中国 (北京 ): 86 (10) 6512-3435

 ブラジル : 11 3759 7600

 カナダ : 1-800-363-5853

 ヨーロッパ : +31-(0) 40 2675 600

 香港 : 852 2721-3228

 韓国 : 82 2 539-6311

 シンガポール : 65 6799-5566

 台湾 : (886) 2-227-83199

 米国 : 1-800-283-5853

完全な電話番号のリストについては、Fluke Networks 
のWeb   サイトをご覧ください。

開梱
IntelliTone 製品には、以下のアクセサリーが同梱されてい 
ます。 アクセサリーに損傷がある場合、または欠品がある 
場合は、 パッケージを購入した代理店まで直ちにご連絡く 
ださい。

IT200 IntelliTone Pro LAN キット
 IT200 トーナー、9 V 電池付属
 IP200 プローブ、9 V 電池付属
 RJ11 から RJ11 へのパッチ･コード 2 本
 RJ45 から RJ45 へのパッチ･コード 2 本
 テスト･リード･セット   (バナナ･ジャックとわに口･
ク リップ付属 )

 F 型コネクタ･アダプタ (メスからメス )
 クイック･リファレンス･ガイド

http://jp.flukenetworks.com/

infoj@fluke.com

03-6714-3117

http://www.flukenetworks.com/registration
http://www.flukenetworks.com/registration
mailto:infoj@fluke.com
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IT200 IntelliTone Pro LAN トーナー
 IT200 トーナー、9 V 電池付属
 RJ11 から RJ11 へのパッチ･コード 1 本
 RJ45 から RJ45 へのパッチ･コード 1 本
 テスト･リード･セット (バナナ･ジャックとわに口ク

リッ プ付属 )

 F 型コネクタ･アダプタ (メスからメス )

 クイック･リファレンス･ガイド

IP200 IntelliTone Pro プローブ
 IP200 プローブ、9 V 電池付属
 クイック･リファレンス･ガイド

安全に関する情報
表   1   に、テスターおよびこのマニュアルで使用されて      
いる 国際電気記号を示します。

表  1. 国際電気記号

警告 : 怪我の危険があります。マニュアルの説明 
を参 照してください。

注意 :  機器またはソフトウェアへの損害または破  
損 の危険があります。マニュアルの説明を参照 
してください。

警告 : 感電の危険があります。

この機器を稼動している電話システムなどの公
衆 通信ネットワークに接続しないでください。

回路基板は、一般ごみとして捨てないでくださ
い。 回路基板の破棄については、地域の法律に 
従ってく ださい。

Conformité 
Européenne

RCM 規格に適合。









 
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警告
火災、感電、その他の事故を避けるため、次の注
意事項を厳守してください。

 トーナー、プローブ、またはテスト･リードに損
傷 がある場合は、使用しないでください。使用す
る 前に、ケースとテスト･リードに損傷がないか
どう かを確認してください。

 電池の交換以外は、ケースを開けないでくださ
い。 ケース内部には、ユーザーが保守できる部品
はあ りません。

 電池を交換する前に、トーナーとプローブをオフ 
にして、テスト･リードをすべて外してください。

 9 V 以外の電池は使用しないでください。電池を 
ケースに正しく取り付けて、トーナーとプローブ 
に電源を供給します。

 この機器は、この説明書に記載されている方法で 
のみ使用してください。これを怠ると、機器の安 
全保護機能が損なわれる可能性があります。

注意
 パッチ･パネルに接続されたプローブのチップに触 
れないようにし、ケーブル束を探るためにチップ 
を使用しないでください。これを長い間繰り返し 
行うと、プローブのチップに損傷をきたします。

 信頼できるテスト結果を保証するため、電池残量 
の低下を示す記号が示された場合は、直ちに電池 
を交換してください。

電池の状態
トーナーとプローブに電源を入れると、LED が約 1 秒間点   
灯 し、次のように電池の状態を示します。

緑色 :  電池の残量は十分です。
黄色 :  電池の残量が少なくなっています。
赤色 : 電池の残量がほとんどありません。

電池について詳しくは、13  ページの「電池の寿命と交換」  
を参照してください。

自動電源オフ
トーナーは、操作を行わない状態がおよそ 2 時間半続く  
と電 源が自動的に切れます。プローブは、操作を行わない 
状態が 1  時間続くと電源が自動的に切れます。

トーナーの電 池の状態
を 示す LED

プローブの 電池の状
態を 示す LED
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トーナーまたはプローブの電源をオンにするには、ダイヤ
ル･スイッチを OFF 以外の位置に回してください。

IntelliTone 機能を使った終端 UTP/
STPケーブルの検出と特定
IntelliTone Pro トーナーは、2 つのトーン発生モード、す   
な わち、デジタル･トーン  と 1kHz の SmartToneア      
ナロ グ･トーン  でケーブルの検出と特定を可能にし   
ます。
トーナーがデジタル･トーン･モードに設定されている場合
は、プローブを () ( 検出 ) または () ( 特定 ) に      
設定で きます。
トーン信号は、トーナーの全コネクターで利用できます。
デジタル･トーン  は、4 ペアーの UTP データ環境用、     
SmartTone アナログ･トーン  は、2 ワイヤーの検出用    
に それぞれ最適化されています。
デジタル･トーンを使ってケーブルを検出して特定するに
は、 以下の手順に従います。
1 図 1 のように、IT200 トーナーをジャックまたはパン   

チ ダウン･ブロックに取り付けます。

2 トーナーのダイヤル･スイッチを  に合わせます。

3 IP200 プローブのダイヤル･スイッチを  ( 検出 )    
に 合わせます。

4 プローブを使って、ケーブル･ラック、パッチ･パネル、 
または壁の後ろなど、一般的なトーンの発生場所を探
し ます。プローブが IntelliTone 信号を受信すると、   
SYNC LED   ライトが緑色に点灯します。

検出モードでは、プローブの LED は、信号の強度が
高 まるにつれて、1 から 8 に上がっていきます。数
字が大 きいほど、信号が強いことを意味します。

注記
2コネクタ･ケーブルで IntelliTone信号を受信でき 
ない場合は、ケーブルが短絡している場合があり
ます。ケーブル･マップ･テストに従って、RJ11 お 
よ び RJ45 コネクタのケーブルが短絡していない   
か どうかをテストしてください。導通検査 (12  
ペー ジ ) に従って、同軸ケーブルおよび終端処理  
され ていないケーブルが短絡しいないかどうかを 
テス トしてください。

5 プローブのダイヤル･スイッチを  (特定 ) に合わ   
せ ます。

6 プローブを使って、ケーブル束またはパッチ･パネルで
トーン源を特定します。プローブが IntelliTone 信号を  
受信すると、SYNC  LED  ライトが緑色に点灯します。

特定モードでは、信号の強度が高まるにつれて、プ
ロー ブの LED が 1 から 8 に上がります。



IntelliTone Pro
ユーザーズ･マニュアル

6

ASN04.EPS

図 1. ケーブルの検出と特定
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SmartTone  アナログ機能を使った個別 
ワイヤー･ペアーの検出
IntelliTone プローブおよびトーナーのダイヤル･スイッチ 
を  の位置に設定すると、アナログ 1kHz トーンを使っ    
たトレー スが可能になります。
SmartTone は、両端が終端されていないワイヤーのド 
ライ･ ペアーで使用するように設計されています。DC 電源  
(アク ティブな電話線など ) を持つライブ･ワイヤーで使用  
するた めの機能ではなく、AC 信号のあるワイヤー･ペアー  
でも動作 しません。SmartTone は、対撚り線、家庭内配  
線、同軸 (シー ルドがペアーのうちの片方の ワイヤー、中   
央導体はもう一 方のワイヤー ) を含むさまざまな種類のワ  
イヤー･ペアーで 動作します。

トーン･パターン変化によるワイヤー識別
1 トーナーの赤いリード線をペアーとなっているワ 
イヤーのいずれかと接続し、黒いリード線をペ
アーのもう一方のワイヤーに接続します。

2 トーナーとプローブを  位置に合わせます。

3 ケーブルの遠端で、プローブをトレースしたいワ 
イヤーの近くに置きます。トーナーのスピーカー
から一番大きな信号が聞こえるペアーを選びます。

4 ペアーの  2  本のワイヤーを短絡させ、開放します。    
トーンのパターンが変わったら、目標のワイヤー･ペ
アーを見つけたことになります。

トーンのパターンが変わらない場合は、別のペ 
アーを選び、トーンのパターンが変わるペアー
を 見つけるまで操作を繰り返します。
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RJ11 および RJ45 ケーブル･マップの検
証
IT200 トーナーまたは IP200 プローブを 使って、RJ11 およ     
び RJ45 コネクタのケーブル･マップを検 証できます。ケー   
ブル･マップの機能により、短絡、オープン、 クロスなど、 
対撚り線配線の 一般的な問題を検出すること ができます。
1 図 2 に示されているように、IT200 トー ナーを RJ11     
または RJ45 ジャックに接続します。

2 トーナーのダイヤル･スイッチを  に合わせます。

3 必要に応じて IP200 プローブを使い、前セクションで  
の 説明に従って、ケーブルの別の終端にある正しいコ 
ネク タを検出します。

4 IP200 プローブを RJ11 または RJ45 ジャックに接続     
し、 プローブのダイヤル･スイッチを CABLE MAP に    
合わせ ます。

5 プローブの LED とビーパーが、次のように、ケーブ   
ル･ マップを示します。

 各 LED の数は、コネクタのピンに対応します。 
SYNC LED をオンにして、シールドを検証します。 
10 ページの「ケーブル･シールドの検証」を参照
し てください。

 導通しているピンに対応する各 LED は、一瞬点滅 
し、その後 1 秒間点灯します。一瞬の点滅によ
り、 どの LED が次に点灯するかがわかります。

 さらに、プローブは、ビープ音の違いにより、正 
しい配線、誤配線、短絡、オープンを示します。

 誤配線 : 1 つの LED が一瞬点滅し、別の LED が 1 
秒 間点灯した場合は、最初の LED に対応するピ
ンか ら 2 番目の LED に対応するピンへの配線に
問題が あります。

 短絡 : 2 つの LED が同時に約 1 秒間点灯した場合 
は、その 2  つに対応するピンは短絡しています。
3 本以上のケーブルが短絡している場合、短絡し 
ているピンの  LED   はオープンとして表示されま
す。

 開放 : LED が一瞬点滅し、どの LED も点灯しない
場 合、そのピンはオープンです。



RJ11 および RJ45 ケーブル･マップの検証   
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ASN05.EPS

図 2. ケーブル･マップの検証
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ケーブル･シールドの検証
ケーブル･マップのテスト中に、シールドの検証にプローブ
の SYNC LED を使用するには、以下の手順に従います。
1 13    ページの「電池の寿命と交換」の説明に従って、    

電 池収納部蓋を取り外し、プローブから電池を外しま 
す。 プローブのダイヤル･スイッチを CABLE MAP に    
合わせ ます。

注記
少なくとも 30 秒間、プローブから電池を外し  
た ままにしておいてください。

2 電池と電池収納部蓋を元に戻します。

これで、SYNC LED には、前セクションの説明のように、  
良 好、開放、短絡したシールドが示されます。
プローブの  SYNC  LED  を使ったシールド検証をオフにす      
る には、以下の手順に従います。
1 電池収納部蓋を取り外し、プローブから電池を外します。

2 プローブのダイヤル･スイッチを CABLE MAP 以外の    
位 置に合わせます。

注記
少なくとも 30 秒間、プローブから電池を外し  
た ままにしておいてください。

3 電池と電池収納部蓋を元に戻します。

Ethernet  サービスの検証
トーナーは、10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T
Ethernet サービスのリンク･パルスを RJ45 ジャックの 1、    
2 および 3、 6 ピンで検出します。
1 トーナーの電源を切ります。

2 図  3  のように、トーナーを回路に取り付けます。

3 トーナーのダイヤル･スイッチを SERVICE に合わせます。

4 図 3 のように、Ethernet LED が 1、2 または 3、6 の        
ピン で受信ペアーを示します。

トーナーは、ピン 4、5 間の導通を検査します。導通は、電  
源がオフになっているネットワーク･デバイスにトーナー
が 接続されていることを示します。
トーナーは、赤と黒のテスト･リードおよび    RJ45/RJ11    
ジャック (ライン 1) の中間ペアー間の導通を検出します。

注記
Ethernet LED が赤と緑に交互に点灯する場合  
は、Ethernet サービスが Auto-MDIX になってい   
ます。
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図 3. Ethernet サービスの検証
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導通検査
トーナーを使って、回路と部材の導通を検査すること
ができ ます。
1 回路を検査する場合、回路に電源が供給されていない
こ とを確認します。トーナーの導通  機能を使用し   
て、 導通を確認します。電圧計を使って、その他の回 
路の電 源をチェックします。

2 トーナーの電源を切ります。

3 図 4 のように、トーナーを電気回路または部材に取り  
付けます。

4 トーナーのダイヤル･スイッチを  に合わせます。

5  は、図 5 に示されているように、回路が開放また   
は閉路していることを示します。

ASH09.EPS

図 4. 導通テスト
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電池の寿命と交換
トーナーとプローブの電池は、一般的な使用で、約 20 時  
間 持続します。
図 5 は、トーナーとプローブの電池の交換方法を示してい  
ます。

注記
電池交換時のプローブのダイヤル･スイッチの位
置 により、ケーブル･マップ･テストのシールド検 
証を オンまたはオフにできます。10 ページの  
「ケーブ ル･シールドの検証」を参照してください。

警告
感電、人身事故を避けるため、次のことを厳守し 
てください。

 電池を交換する前に、トーナーとプローブをオフ 
にして、テスト･リードをすべて外してください。

 9 V 以外の電池は使用しないでください。電池を 
ケースに正しく取り付けて、トーナーとプローブ 
に電源を供給します。

注意
信頼できるテスト結果を保証するため、電池残量 
の低下を示す記号が示された場合は、直ちに電池 
を交換してください。4 ページの「電池の状態」
を 参照してください。

ASN10.EPS

図 5. 電池の交換
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アクセサリー
アクセサリー ( 表 2) のご注文は、Fluke Networks までご     
連 絡ください。
IntelliTone  アクセサリとその他のケーブル･テスターの最  
新リス トは、F luke  Networks  の Web サイト     
www.flukenetworks.com  をご覧ください。

表  2. アクセサリー

テスト･リード･セット ( バナ 
ナ･ジャックとわに口 クリッ 
プ付属 )

MT-8203-22

テスト･リード･セット ( バナ 
ナ･ジャックとわに口ク リッ 
プ付属、貫通ピン付き )

MT-8203-20

ソフト携帯ケース MT-8202-05

アクセサリー
Fluke Networks モデル 
または部品番号
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仕様
特に記載されていない限り、仕様は 23 °C (73 °F) で適用さ     
れ ます。

環境および規則仕様

動作温度 0 °C ～ 40 °C (32 °F ～ 104 °F)

保管温度 -20 °C ～ +60 °C (-4 °F ～ +140 °F)

動作相対湿度
(% RH 結露なし )

95 % (10 °C ～ 35 °C、 50 °F ～ 95 °F)
75 % (35 °C ～ 40 °C、 95 °F ～ 104 °F)
全環境 < 10 °C (< 50 °F)

振動 ランダム、2 g、5 Hz～ 500 Hz

衝撃 1 m 落下テスト

安全規格 IEC 61010-1, カテゴリ：なし

高度 3,000 m

EMC IEC 61326-1, FCC パート 15 B
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IT200 トーナー電気的仕様

IP200 プローブの電気仕様

出力パワー 5 V p-p

トーン周波数 1 デジタル･トーン 500 kHz
1 アナログ･トーン 1 kHz

電池の種類と寿命 9 V アルカリ (NEDA 1604A または IEC 6LR61)、典型値 20 時間

自動電源オフ 4  時間使用しないと、自動的に電源が切れます。

トーン検出 IT200 トーナーから IntelliTone信号を検出、その他のトーナーから 1 kHz の信 号を検出します。

電池の種類と寿命 9 V アルカリ (NEDA 1604A または IEC 6LR61)、典型値 20 時間

自動電源オフ 1  時間使用しないと、自動的に電源が切れます。
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機能の互換性

寸法
トーナー : 14.1 cm x 7.5 cm x 3.2 cm

(5.54 in x 2.94 in x 1.25 in )

プローブ : 22.2 cm x 4.8 cm x 3.2 cm

(8.73 in x 1.88 in x 1.26 in)

重量 (電池込み )

トーナー : 170 g (6.0 oz)

プローブ : 133 g (4.7 oz)

IntelliTone トーナー / プローブ機能

製品の互換性

IntelliTone トーナーとプローブ 従来のトーナーまたはプローブ

IntelliTone 検出モード 

IntelliTone 特定モード 

ケーブル･マップの検証 

シールド検証 

アナログ･トーン 1 kHz  

視覚 /音声インジケータ  

 IntelliTone IP200 プローブが必要です。
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